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川内川下流改修促進期成会 
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川内川下流改修について 

 
川内川河川改修につきましては、かねてから格段の御高配を賜り、川内川下

流域住民一同心から感謝申し上げます。 
 
平成１８年７月の鹿児島県北部豪雨災害により採択された川内川河川激甚 

災害対策特別緊急事業が平成２５年に完成し、また、平成２８年出水期から治

水効果を発現し、平成３０年に完成いたしました鶴田ダム再開発事業につきま

しても、国土交通省をはじめ関係各位の御支援・御尽力に、心から感謝申し上

げます。 
 
さらに、令和 3 年 7 月の豪雨により薩摩川内市の中心市街地が浸水したこと

を受け、排水機場の操作の連動・集約化や遠隔化など、施設の改修及びシステ

ムの構築を鋭意推進いただいていることに、重ねて厚く感謝申し上げます。 
 
さて、近年においては、全国的に線状降水帯や大型台風による大規模な自然

災害が頻発しており、川内川においても令和２年、令和３年と豪雨に見舞われ、

令和７年８月には近隣市において線状降水帯による大雨で大規模災害が発生

するなど、自然災害に対する住民の不安は高まってきています。 
 
現在、天辰第二地区まちづくり一体型引堤事業や高潮対策事業等河川整備が

実施され、治水安全度の格段の向上が図られているところですが、今後も、豪

雨災害等様々な自然災害に備えるため、「第１次国土強靱化実施中期計画」に

基づく取組を着実に推進していく必要があります。 
 
また、気候変動の影響により今後、激甚化・頻発化する豪雨災害に備え、国・

県・市町等のあらゆる関係者が協働し、河川における治水対策や浸水被害軽減

対策などのまちづくり・ソフト施策を総合的に進める「川内川水系流域治水プ

ロジェクト（令和３年３月策定）」を推進していく必要があります。 
 
一方、川内川下流域の活力ある発展には、治水のみならず、潤いと安らぎの

ある、快適な河川空間の整備が必要不可欠であり、治水安全度の向上と快適な

河川空間を実現する環境整備の両立が求められています。 
 
当期成会としましても、円滑な事業の促進を図るため、改修事業に必要な用

地取得及び地元との諸調整など、積極的に協力する所存でございますので、実

情を御賢察の上、次の重要事項の早期実現に特段の御高配を賜りますようお願

い申し上げます。 
川内川下流域位置図 

令和 ８ 年 ７ 月 

  川内川下流改修促進期成会 
   会 長  田 中 良 二   



 
１ 堤防の整備などのハード対策と、避難計画の充実や危機管理体制の構築な

どのソフト対策は、防災対策の両輪であり、水害に強い地域づくりを実現す

るためには必要不可欠なものである。 

ついては、「川内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組みについて、

実効性のあるハード・ソフト対策の充実・強化に取り組んでいただきたい。 
 
２ 九州地方は自然災害の常襲地帯であり、気候変動により更に激甚化・頻発

化が想定される豪雨などに備え、河川整備基本方針及び河川整備計画の見直

しを推進し、治水安全度の更なる向上を図るとともに、地域発展等へのスト

ック効果も期待される河川事業について、着実かつ強力に推進していただき

たい。 
また、事業の実施に当たっては、地域住民の意向を充分に反映していただ

くとともに、令和６年８月に変更登録された新たな「川内川水系かわまちづ

くり計画」に基づき、まちづくりと一体となった潤いと安らぎのある河川空

間の整備及び更なる利活用に向けた支援を関係機関連携のもと推進してい

ただきたい。 
 
３ 災害を未然に防止、軽減する事前防災対策が重要であることから、治水事

業の予算の全体枠を拡大するとともに、川内川下流部の河川改修、高潮対策

事業及び環境整備事業を推進するに当たって、物価・人件費の高騰による影

響も考慮の上、必要な予算を当初予算において確保していただきたい。 
また、「第１次国土強靱化実施中期計画」に基づく取組を計画的かつ着実に

推進するため、切れ目なく継続的・安定的に必要な予算・財源を別枠で確保

していただきたい。 
 
４ 排水機場などの河川管理施設について、適切な維持管理と老朽化した施設

の計画的な改修・更新を進め、これら施設の機能を確実に保持するとともに、

省力化や安全性の向上につながるＧＸ・ＤＸへの取組を推進し、河川管理の

高度化・効率化に努めていただきたい。 
 
５ 国土交通省の事務所・出張所は地方公共団体等の窓口でもあり、災害時に

おけるリエゾン・ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ等の支援や現場の最前線で復旧作業を

行うなど、非常に重要な役割を担っていることから、より一層の人員の確保・

管理体制の強化を図られたい。 



重要要望事項 
 

◇薩摩川内市 
１ 川内市街部改修 

 土地区画整理事業と一体となった天
あま

辰
たつ

第二地区まちづくり一

体型引堤事業の推進及び地域の意見を反映した河川環境整備 
 

２ 久
ぐ

見
み

崎
ざき

地区の高潮対策の早期完成 
 

３ 東郷
とうごう

（斧
おの

渕
ぶち

・楠元
くすもと

）地区の河川改修事業の早期実施 
 

４ 特定都市河川の隈之城
くまのじょう

川流域に係る流域水害対策計画

の早期策定 
 
５ 河川管理の高度化・効率化及び内水対策への支援 

排水機場等の長寿命化や計画的な改修・更新を進めるととも

に河川管理の高度化・効率化の推進及び内水被害の軽減 
 

６ 市街部における浸水対策への支援 
 排水ポンプ車の追加配備及びリエゾン・TEC-FORCE の迅速な支

援に向けた人員確保 

 

◇さつま町 
１ 川内川水系かわまちづくりの推進 

ホタルを観光資源とした環境整備事業(時
とき

吉
よし

地区)の早期実施

及びホタルなど生物の生息環境の保全推進 
 

２ 虎
とら

居
い

地区の内水対策（排水機場等）の早期整備 
 

３ 宮之城
みやのじょう

屋地
や ち

地区の鹿児島県が実施する急傾斜地崩壊対

策事業と一体となった河川整備事業の早期完成 
 



   《薩摩川内市：土地区画整理事業と一体となった天
あ ま

辰
た つ

第二地区 

まちづくり一体型引堤事業の推進》 

 

《薩摩川内市：久
ぐ

見
み

崎
ざき

地区の高潮対策の早期完成》 

  

【完了】 

平佐リバーパークが誕生 

オープニングセレモニー 

令和８年度 

実施予定箇所  

令和７年度 実施箇所 

Ｈ30.７.３ 台風７号 



《薩摩川内市：東郷
とうごう

(斧
おの

渕
ぶち

・楠元
くすもと

)地区の河川改修事業の早期着手》 

 

《薩摩川内市：河川管理の高度化・効率化及び内水対策への支援》 

東 

《薩摩川内市：市街部における浸水対策への支援》 

 

斧渕地区 

楠元地区 

用地に関する説明会（R7. 7.15）

Ｈ１８．７．２３浸水状況  

東
郷
橋 

排水ポンプ車による内水排水（Ｒ３．７．１０）  

排水機場の遠隔操作・監視 



《薩摩川内市：特定都市河川に指定された隈之城
くまのじょう

川流域に係る流域水

害対策計画の早期策定》 

  

《さつま町：ホタルを観光資源とした環境整備事業（時
とき

吉
よし

地区）の

早期実施とホタルなど生物の生息環境の保全推進》 

 

 

 

 

川
内
川 

国道２６７号 

国道５０４号 

ちくりん館（物産館） 

水辺の楽校 

隈之城
くまのじょ う

川流域 

65.4 ㎢ 

▼ほたる再生プロジェクト（ 幹事会・現地視察 ） 

 

 

 

 

▲第１回 隈之城川流域水害対策協議会 



  河川激特事業により、平成２３年度に築堤が完成し、外水氾濫

に対する地域の安全安心は格段に向上したが、一方で住民は内水

による浸水被害を大変心配している。 

《さつま町：虎
とら

居
い

地区の内水対策(排水機場等)の早期整備》 

 

   

 

 

 

 

 

  

  
 

《さつま町：宮之城
みやのじょう

屋地
や ち

地区の鹿児島県が実施する急傾斜地崩壊対

策事業と一体となった河川整備事業の早期完成》 

 

宮都大橋 

宮之城橋 

 

とどろ大橋 

令和３年７月10日出水ピーク時 
内水被害が懸念される虎居樋門



川内市街部改修事業（引堤事業）

治水安全度の向上と連携事業による市街部の発展

■ 中郷地区、瀬口地区、天辰第一地区及び大小路地区などの市街地では まち
づくり（土地区画整理事業等）と連携した引堤事業により、治水安全度が向上

■ 市の人口は減少傾向であるが、まちづくり一体型引堤事業を実施した地域で
は人口が増加中（事業開始時に比べて約３倍に増加）

■ 天辰第一地区は、建築戸数が４６５戸増加（うち151戸が市外からの入込)
天辰第二地区まちづくり一体型引堤事業も まちの発展につながると期待

■ 大小路地区に加え、天辰地区の河川空間（平佐リバーパーク）が共用し、
新たなにぎわい創出による交流人口の拡大及び定住人口の増加に期待

天辰地区かわまちづくり事業

『平佐リバーパーク維持管理協定』
調印式 （R８. ４.２４)

平佐リバーパーク（R８.3.)0

1,000

2,000

3,000

H17 H27 R7

744 
1,194 

2,362 
地区人口
３.２倍

建築⼾数
総数７３３戸

地区外からの入込
４６５戸（63％）

天辰第一地区の動態
データを更新

写真の配置を変更

文章を修正・変更





 

川内川水系かわまちづくり計画 

薩摩川内市・さつま町予定箇所位置 
 
 

標記の件につきまして、事務局である鹿児島県に確認したところ 
 

7/11～7/15 のいずれかで川内川河川事務所・九州地方整備局要望 
 

7/25 中央要望 
 

で現在調整中とのことです。まだ確定ではありませんが情報共有を致します。 

よろしくお願いいたしま す 。整備予

3 

5 

1 

2 

6 

7 

4

 

● 当初箇所 
● 追加箇所 

令和３年３月、令和６年８月「かわまちづくり計画」変更登録 

6 7 R3 追加 R3 追加 

時吉地区 天辰地区 

完 完 完 

完 

 

 
 

完 

8 

8 R6 追加 

入来麓地区 



川内駅 

市役所 

川内川 

大小路地区まちづくり

一体型引堤事業 

天辰第二地区

一体型引堤事業 

中郷地区 

平佐地区 
向田地区 

凡例 

溢水した 

春田川 

川内川河川事務所 

川内出張所 

５ ６ 

８ 

４ 

５ 

７ 

６ 

３ 

１ ２ 

７ 

９ 

向田排水機場 

向田排水機場 



薩摩川内市 

さつま町

氾濫状況 

整備状況 

整備状況 損壊状況 

氾濫状況 整備状況 

蛇行状況 整備状況 

山崩れ状況 

氾濫状況 整備状況 

楠元地区 

整備状況 
樋渡地区 

損壊状況 
五社下地区 

久住地区 虎居地区 

損壊状況 
虎居地区 

推込分水路 

整備状況 
鶴田ダム下流 



川内川下流改修促進期成会役員名簿 
 

 

会 長 薩 摩 川 内 市 長 田 中  良 二 

副会長 さ つ ま 町 長 上 野  俊 市 

監 事 薩摩川内市議会議長 下 園  政 喜 

〃 さつま町議会議長 新 改  秀 作 

顧 問 鹿児島県議会議員 外 薗  勝 蔵 

〃 〃 鶴薗  真佐彦 

〃 〃 内 田  一 樹 

〃 〃 しらいし  誠 

 


